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理科で使う「わかったこと」と「まとめ」について
理科の学習では、「何でかな？」「へんだな？」（はてな）と感じたことから、「○○は

どうなっているのか？を調べる」「○○と△△はどんな関係があるのか？を調べる」「本

当に○○なのか？を調べる」という観察・実験する『目的』をはっきりさせます。

その後、観察・実験方法を考えたり、教わったりしながら、観察・実験を進め、変化の

様子を絵で描いたり、数値データを出したりして、記録していきます。この絵を描いたり、

数値データを記録したりしたものが、『結果』なのです。この『結果』とは何かというこ

とまでは、子どもたちもよくわかってきました。

ところが、次の「『わかったこと』を書きましょう。」と言うと、「わからない～。」と

いうつぶやきが聞こえてきました。また、ノートに書いた『わかったこと』を見ると、結

果と同じことを書いている子も見られました。

この様子から、『結果』と『わかったこと』について、教える側（教師）も分かってい

るつもり（教えたつもり）になっていたことに気づきました。そこで、改めて説明し、ノ

ートに忘れないように書いておくことにしました。

『わかったこと』とは、『目的』に対する答えである。

ということです。変だなと思ったことを『目的』として調べたいことを整理し、観察・実

験をした結果、その『目的』の調べたいことが「わかった」（場合によっては、「よくわ

からなかった」）というのが、およその理科学習の流れです。ですから、『わかったこと』

には、『目的』に対する「答え」を書くことになるのです。

また、『まとめ』というものあります。これは、一つの実験・観察の総括に当たります。

まとめ方は、およそ次のようになります。

『まとめ』の基本的な書き方
① ○○というきっかけで、△△という目的を持ちました。

② そこで、□□という観察・実験を行い、●●という結果が出ました。

③ このことから、▲▲ということが分かりました。

（国語の説明文と同じで、「①ははじめ、②は中、③がおわり」に当たります。）

これからの学習では、この点をはっきりさせられるようにして、子どもたちが混乱しな

いように指導していきます。

学 習 の 様 子
◎６年生（１学期最後の実験＝葉の脱色法によるデンプンの有無を確かめる）

◎５年生（１学期最後のテスト＝「天気の変化」）
※あと２週間余り、

何か＋αの学びを！

◎４年生（腕の骨と筋肉のモデルづくり）


